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IV研 究の成果 と今後の課題24
〈 要 約 〉

本研究 は,意 欲を もって説明的文章を読み進めることがで きるよう,読 みにおける表現

活動の工夫 と読む ことの学 び方を身に付けさせ るための工夫について まとめた ものであ る。
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社会の変化に対応す るため,

確に理解する能力を養い,思 考力や想像力及び言語感覚を育て るよ うにすることが強 く求め ら

れている。そ こで,論 理的思考力や学び方を学ぶ力の育成 を図 り,主 体的に生涯を通 して意欲

的に読み進める児童を育てる必要があ ると考えた。 また,こ のような児童を育成す るためには,

現在の国語科教育の現状を踏まえ,説 明的文章 を意欲的に読み進める指導の内容や方法の工夫

が必要であると考え,本 主題を設定 した。

(P説 明的文章の読みの活性化を図る

説明的文章を読む意義は,① 知識 ・情報が獲得で きる②論理的思考力を高め る③表現方法を

知 り文章表現 に生かす④知識や情報を生活に適用 し人間形成 に役立てる等である。 しか し実際

の指導では,文 章を正確 に理解す ることに重点がかか りす ぎ,な かなか主体的で意欲的な学習

活動につなが らないことが多い。

説 明的文章の読みでは,書 かれている内容(情 報)を 読み取るとともに,内 容を理解す るた

めに,筆 者の説明のための思考の論理や指示語 ・接続語等の論理をっな ぐ言葉の働 きに気付か

せてい くことが大切である。何を読み取 るのかを明確に学習課題 に打ち出 し,正 確 に読み取 っ

たことを自分な りの表現でまとめ るなど,表 現活動を工夫 しなが ら主体的に読み進め ることが

読みの活性化にっなが うていくと考え られる。 また意欲的に読むためには,知 的好奇心を喚起

し 持続 させる手 だてを工夫す ることも大切であ り,楽 しく読み進めなが ら,し か も読みの力

が付いてい く学びの場を作 ってい く必要がある。

{2}学 び方を身に付けさせる

自ら学ぶ意欲が高まる要因としては,① 学習 している内容がよ く分かる② もっと知 りたい。

自分のために役立っ等,内 発的動機が大きいことが知 られている。一方,学 習意欲をな くす要

因は①学習内容の未消化②学習に対す る目的意識の不明確さ等が考え られる。

これ らの ことか ら,学 ぶ意欲を高め るには,児 童に学習への動機を与え,学 ぶ ことの楽 しさ

や達成の喜びを体得 させ ることが大切である。 この もとになる論理的思考力,情 報処理能力,

表現力等の力を具体的に育成 してい くためには,学 び方その ものを児童に身に付けさせ る必要

がある。そこで本研究では,こ の学び方の内容 も分析 を試み,そ の能力の育成 に努めた。

1共 通 研 究 主 題 意欲的に読み進める児童を育てる指導法の研究

一 説明的文章の読みを通 して 一

1.共 通 研究主題設定 の理由

これからの国語科教育は,言 語の教育としての立場を一層重視 しながら,特 に情報化などの

目的や意図に応 じて適切に表現する能力と相手の立場や考えを的
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2.共 通 研 究 主 題 に 対 す る基 本 的 な考 え 方

t1)説 明的文章を意欲的に読み進める児童像

説明的文章を意欲的に読み進めるとは,自 らの生活体験や既習の学習内容などを基盤 として

文章の情報内容にふれなが ら,言 葉の働 きや筆者の論理な どに着 目し,目 的意識を もって積極

的に読み進めてい くことである。

一般に,説 明的文章の読みにおいて,児 童 は次のような場面で学習意欲が喚起 さ札 知的好

奇心を触発されたり,持 続 させたり,満足 させた り,発展 させた りす るものであると考え られ る。

出会いの場面(題 名,情 報内容の価値か ら,文 の構成や論理性か ら,等)

読み進めの場面(課 題,理 解の深 まり,論 理的思考の楽 しさ,読 み取 ったことの表現,

友達 との読みの比較,等)

まとめの場面(学 習 目標の実現,課 題の解決,自 分の言葉による再構成,等)

発展の場面(読 書への興味,自 己の生活への活用,等)

そこで,こ のよ うな場面を重視 した学習活動を工夫す ることによって,ど の児童 も興味関心を

もち,説 明的文章の もつ論理性や言葉の働 きなどに着 目しなが ら,自 分の力で読み進め ること

がで きるように したいと考えた。

本研究では,こ のよ うな児童像を次の4っ に分析 し,そ れぞれの能力や態度を身に付けさせ

る指導の手立てを明 らかにす るように努めた。

① 知的好奇心を もち読み進 ある児童

② 言葉の働 きに着 目して読み進める児童

③ 読み取 ったことを自分な りに表現する児童

④ 学び方を身に付けている児童

これ らの4っ は,相 互に支え合 って相乗的に学習意欲を高めていくものである。

② 研究の内容と方法

① 研究の内容

上記の考えに基づき,説 明的文章を意欲的に読み進めさせるための方法を,授 業実践を通

して追究した。

② 研究の方法

児童の発達段階を考慮して5っ の分科会を構成 し,そ れぞれの研究主題を設定 して児童の

実態把握,指 導案作成,授 業研究,研 究協議をしなが ら研究を進めた。
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{3)研 究の全体構造図
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ll意 欲的に読み進める児童の具体化

1.知 的好奇心をもち読み進める児童

知的好奇心 とは,新 たな情報に直面 したとき,自 分の既知の知識や体験等に照 らしなが ら積

極的 にその情報やそれにかかわる別の情報を理解 して取 り込 もうとする心の働 きの ことである。

児童は,こ のよ うな知的好奇心を,元 来 もって生活 しているものと考え られ る。 自分が興味

・関心を抱いた情報に対 しては,積 極的に 「知ろ う」と努力する。 しか し説明文で扱われ る教

材 は,個 々の児童の興味 ・関心か ら選ばれた ものではない。同一の教材をすべての児童が読み

進めることになるが,こ れに対する知的好奇心を もつ度合いは,一 人一人に違 いが生 じて くる。

これらの ことを踏 まえなが ら児童の知的好奇心を喚起 し,は ぐくみ,持 続 させなが ら読み進

めてい く児童を育てなければな らない。そのための手だてを以下のよ うに考えた。

〈知的好奇心を もち読み進めてい く児童を育て るための手だて 〉

阿
的

好

奇

心

喚起す る手だて

・一・人一人の児童の自然や科学的事象などに対する興味 ・関心の実態を把握する。

・教材に扱われている具体物に触れさせた り観察 させたりして興味 ・関心を高ある。

・児童の もっ知識や経験 と教材 とのずれを意識させ る。

・教材に対 して抱 いた様 々なつぶやきや疑問を大切 にし,学 習課題に結び付ける。

育てる手だて

・学習方法の多様化を図 り,一 人一人の自発的な学習活動や学習の進度を保障する。

・児童間で読み取 ったことを もとに発表 させたり,話 し合わせたりする場を設ける。

・児童が新たな情報を知 った喜 びや疑問を解決 した喜びを認め励 ます。

持続させる手だて

・学習課題への解決の見通 しを もたせ,解 決するための方法を工夫 させる。

・教材 に関連す る他の情報を収集 させた り紹介させ合 った りしなが ら,新 たな観点か

ら教材を見っめることができる場を設定 してい く。

発展させる手だて

・課題解決の後 を振 り返 り,分 かったこと分か らなか った ことを整理 し意識化 させ る。

・学習によって得た内容を本や事典などの作品 として まとめさせ る。

・解決 した課題に関連す る別の課題や新 しい情報を与え,新 たな知的好奇心を触発 さ

せてい く。
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2.言 葉の働きに着 目して読み進める児童

これ までの説明文の指導を振 り返 ってみると,教 師は,段 落の要点 や段落相互のっなが りな

どの指導 に目を向けがちであり,そ のため,児 童 は内容のお もしろさや楽 しさを味わ うことが

できないでいることが多 く見 られる。また,内 容のお もしろさや楽 しさに目を向けた指導を重

視す ると,児 童は既習の経験や知識だけにたよって読み進め ることが多 く,言 葉に着 目した読

みにはな りに くい傾向にあった。

説明的文章の読みにおいては,情 報内容や内容相互の関係を叙述 に即 して正確に とらえ,読

み進あることが大切である。興味深 い情報 を文章の表現や筆者の思考の論理 と結び付 けなが ら

読む ことがで きれば,児 童は主体的に学習を進めることがで きるであろう。

そ こで,書 かれている情報内容 と学年の指導 目標 とのかかわ りにっいて考え,そ の時間に養

うことので きる言語能力,指 導事項を明確にす るとともに,そ れ らの指導内容が児童一人一人

の読みにおける思考 とどのようにかかわるかにっいて教材硯究を深め ることが大切である。

この ような指導を行 う際に前提 となる学習指導要領を中心に して,「 育成す る能力」 とそれ

にかかわる 「指導の手だて」を以下の表 にまとめてみた。

指 導 の 手 だ て

育 成 す る 能 力
観

写

動
作
化

蕊

変

婁

警

;
駕
ドユ

短
作
文

サ

郭
ン

喜

珍

寛
出
し

構造

図

低
・文章の内容の大体を読みとる。

学 ・時間的な順序、事柄の順序を考えて、文章の叙述 に即 して内容を ● ● ● ●
年

正 しく読 み と る。

理

中
学

・文章の要点を正 しく理解 しながら、叙述に即 して内容を読み取る。

・段落相互の関係 を考えて、文章の中心的事柄を読み取る。 ● ● ● ● ● ●
年 ・読む目的や自分の立場から、大事な事柄を落とさないで読む。

解
・文章の主題や要旨を考えなが ら、文章の叙述に即 して正確に読む。

高
学

・事実を客観的に述べているところと、書き手の意見を述べていると

ころとの関係を押 さえながら読む。 ● ● ● ● ● ●
年 ・聞いたり読んだりした内容にっいて、自分の立場や目的に応 じて再

構成 して表現する。

低
・語句の性質や使 い方に関心を もつ。

学 ・文の中における主語と述語との照応、修飾 と被修飾の関係、文章
● ● ● ● ●

言
年 のおける指示語や接続語の役割と使い方に気 付く。

語 中
・語句には、性質 や役割の上で類別があることが分かる。

学 ・初歩的な文章の構成を理解す る。 ● ● ● ● ●
事 年 ・指示語や接続語の使い方に注意しなが ら適切に使 う。

項 高
学
年

・言葉の使い方に対する感覚について理解する。

・いろいろな文章の構成を理解する。

・文と文の意味のっなが りを考えながら、指示語や接続語を的確に

使 う。

●

1 i

■

i

● ●

1
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3.読 みとった ことを自分な りに表現する児童

主体的に学習を進めることのできる児童を育て るためには,目 的や表現内容に応 じて自分な

りに表現で きる能 力を養 うことが重要である。 このような能力を児童に身に付けさせ るために

は,次 に示 したよ うな学年に応 じた段階的な指導を行 ってい くことが大切である。

読み取 ったこ とを自分 な りに表現 する児童

低 学年 中学 年 高学 年
育成

する

能
力

自分の考えを言葉や動作で表すこと

ができる。

いろいろな方法で表現することがで

きる。

目的や内容に適 した方法で表現する

ことができる。

指
導
の
手だ

て

ア.多 様な表現活動の楽 しさを味わ

わせる。

イ.友 達の表現を見る,聞 く,読 む

楽しさを味わわせる。

ア.多 様 な表現活 動 を経験 させ,そ

れ ら一っ 一つ の よ さに気 づか せ

る。

イ.友 達 の表現 を見 る,聞 く,読 む

こ とによ ってわか る楽 しさを味

わ わせ る。

ア.表 現 したいことを明確にし,そ

れを効果的に伝えることができ

る方法で表現させる。

イ.友 達の表現をもとに自分の考え

を再構成する楽しさを味わわせ

る。

ウ.児 童一人一人の表現や発想を認め,励 ます。Z.友 達の表現を認める心情を育てる。

低学年では表現活動 その ものに楽 しさを見いださせ,ま た自分の考えが他の児童にも伝わっ

た時の喜びを十 分味わわせ ることにより,表 現活動 の楽 しさを認識 させることが必要である。

また,中 学年においては意図的 ・計画的に教材文の特性 に応 じた表現活動を数多 く経験 させ る

ことによ って,い ろいろな方法で表現する能力を育 てたい。さ らに,高 学年で はまず表現 した

いことを要約やカー ド化など自分な りの方法で明 らかにさせる必要がある。その上で,中 学年

において経験 して きた多様な表現方法のなかか ら,よ り効果的に相手に伝えることができる表

現方法を選択 し,あ るいは組み合わせて表現で きるよ うな能力を育ててい くことが重要である。

一方
,聞 き手 となる児童への配慮 も忘れてはな らない。低学年では,相 手の表現を正 しく受

け止める楽 しさを味わわせ,中 学年 において は,相 手の言いたいことが分かる喜びを味わわせ

たい。さ らに高学年 においては,相 手の表現内容を もとに自分の考えをふ くらませ表現 させ る

という配慮が必要にな る。 このことによって聞き手である児童に,自 分の考えが豊かにな って

い く喜 びを味わわせ るわけである。

すべての学年に共通す る配慮事項 は,児 童一人一人のよさを見つけ出 し,そ れを大いに認め

ることである。 自分の考えが肯定的に受け取 られて いることを感 じた児童は,表 現することに

対 してよ り意欲的になるであろう。 また,児 童がお互いを認め合えるような雰囲気を学級内に

っ くりだす ことも重要である。互いのよさを発見 し評価 し合 うことによって,共 に表現 してい

こうとす る態度 を育ててい くことが大切である。
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4.学 び方を身に付けている児童

「学び方が分かり,身 に付ける」 ことを,本 研究では以下の表のようにとらえた。 これ らの

能力は,国 語科に限 らず全教育活動の中で培 うものであるが,国 語科の説明的文章の読みにお

いて も,生 涯学習の視点 に立 って学 習内容の具体化を図 った。また,意 欲的に読み進 める学習

活動を活 発にす るために,オ の項 目は特に重点的に取 り組みを進めて きた。

} 育成したい能力 学習内容(各 学年のね らいや手だては,各 分科会の報告参照)

ア.学 習課題を も a。 個人の課題の作 り方が分か る。(興味関心疑問を もつ。問題作 り。)

っ ことが で きる。 b.共 通の課題にまとめることができる。(類似点 ・相遠 点に気付 く。

課題の価値が分かる。協力 して課題をまとめる。)

[イ.課 題解決の学

階 過程が分かる.

a.課 題解決の見通 しを もっ ことがで きる。(学 習課題作 り→個の読

み→共同の読み→まとめ ・発展 という学習の流れ 一 単元の流れ ・

1単位時間の流れ)

b.課 題解決の計画を立て ることがで きる。

ウ.学 習の方法が a.一 人で 行 う学 習 の方法 が分 か る。(聞 く,話 す,読 む,書 く)

分 か る。 b.共 同で行 う学習の方法が分かる。(話 合い ・見せ合い)

エ.情 報活用の方 a.教 材文か らの情報の活用方法が分か る。(内 容的価値,表 現 ・言

法が分か る。 語的価値の収集 ・活用)

b.教 材文に関係す る情報の収集 ・処理 ・活用の方法が分かる。(人

物,資 料,図 書等)

オ.表 現の方法が a.音 声による表現の方法が分かる。b.文 字 による表現の方法が分

分か る。 か る。c.動 作 化,制 作 によ る表現 の方 法 が分 か る。d.図 表 化,

絵画化 による表現の方法が分かる。

カ.評 価の方法が a.自 己評価の方法が分かる。(自 分のよい点が分か る。修正がで き

分か る。(学 び る。進んで課題解決に取 り組んだか分か る。)

方,内 容 意欲) b.相 互評価の方法が分かる。(友 達のよい点が分か る。友達のよい

点を表現す ることができる。友達のよい点を見習 うことがで きる。)

キ.練 習の方法が a.読 む練習 の方 法 が分か る。(音 読 ・朗読,一 ・人読 み,共 同 の読 み

分か る。 深め等)

b.書 く練習の方法が分かる。(視 写,書 き込み,書 きまとめ等)

1
c.聞 く・話すの練習の方法が分かる。(聞 き方,話 し方,話 合い)
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111実 践 事 例

1.第1学 年 楽 しく読み進めるための学習活動の工夫

(1)教 材名 じどう車 くらべ

{21研 究主題と教材との関連

説明文を楽 しく読み進めるたあには,「 ああてを しっか りもたせること」 「言葉に興味 ・関

心を もたせ ること」 「喜んで表現させ ること]が 大切である。

本実践では,単 元全体のめあてを 「自分だけの 自動車図鑑を作ろう」 とした。児童 は,大 好

きな自動車の図鑑を作 ってい くのであるか ら,意 欲的に学習に取 り組む ことが期待できる。 ま

た,指 導する事項を精選 し,動 作化,言 いかえなどをさせることによって言葉への興味 ・関心

を高めることがで きる。そ して,ワ ークシー トを工夫 し,毎 時間変化のある表現方法を取 り入

れることによ って,興 味を持続 させなが ら学習を進めてい くことがで きる。 さらに,自 己評価

させることにより,「 各時間ごとのめあて」 「一人読みの学習方法」を意識 させ,達 成の喜び

を味わわせたい。

これ らのことを通 して,児 童は,本 教材を楽 しく読み進あてい くことができると考えた。

(3)指 導の概要(全9時 間 ・本時5/9※ 印)

第 ・自動車図鑑作りを計画す る。

次 ・教材文のは じめの部分を読み,

{2)を 比べて読むのか確かめる。

・バ ス と乗用 車 ,ト ラ ック,ク レー

ン車 の仕事 とっ くりを読 み取 る。

※本 時 は,ク レー ン車の仕 事 とっ

くり

・消防自動車の問題提示に答え る。

第 ・好 きな自動車の説明文を書 く。

次 ・書いた説明文を分類 し,図 鑑 に仕

(2}上 げる。

第 ・教材文 に出てきた片仮名の読み方
四
次 と書 き方を練習す る。
(1)

楽 し く 読 み 進 め さ せ る 手 だ て

・教材に対す る興味 ・関心をもたせる。

・学習の見通 しを もたせ る。

・いろいろな表現方法を取 り入れる。

バ スの人を乗せて運ぶためのっ くり,バ ス

と トラ ックとの比較,ク レー ン車の 自慢

話,消 防自動車の仕事 とっ くりをそれぞれ

ワークシー トに書かせ る。

・絵本や図鑑を利用 して調べ させる。

・書 きためてきたワークシー トを仕事を もとに

分類 させ る。
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(4}本 時の指導(5/9時)

① 目標

・クレー ン車の仕事とつ くりの特徴を読み取 ることができる。(理 解)

・クレー ン車のつ くりを考えなが ら,自 慢話を喜んで書 こうとす る。(表 現 ・意欲)

②展開(@は,評 価にかかわ る支援 ・助言)

学 習 活 動 読み進め るための支援 評 価

1.本 時の学習のめあてをっか

む。

・本時のめあてを提示する。

ク レー ン車 の しごととっ くりを しらべ ま しょう。

2.本 時の学習範囲を音読する。

3.ク レー ン車の仕事fつ くり

を述べている文を見つけ,正

しく視写す る。

4.ク レー ン車の仕事 とつ くり

の関連を考えながら読む。

・仕事 とっ くりに着 目 して読むご ・意欲的に読んでい

とを伝える。 るか。

「何 は,何 を,ど うす る」に分 ・正 しく視写 してい

けて書 くよう机間指導する。 るか。

「じょうぶな うで」 「しっか り ◎ もう一度本文 と比

したあ し」を落 とさず書けるよ べてみよう。

う机間指導する。

・類義語や動作化で理解を深める。 ・類義語が言えたか。

〈押 さえたい語句 〉 ・動作化がで きたか。

つ り上げる じょうぶな うで ・挿絵 と言葉が結び

かたむ く しっか りしたあ し 付 けられたか。

・ 「うで 」 「あ し」を は っき りさ ※注意する語句を一

せるため,挿 絵に印をつけてお っ一っ示すよ うに

き,そ のどれかを選べ るように す る。

して お く。

5.ク レー ン車 の 自慢話 を書 く。 ・うで,あ しの役 目を考えなが ら ◎書けない児童には

自分がクレー ン車 になって 自慢 書 き出しの言葉を

6.ク レー ン車の 自慢話を発表 話が書 けるように机間指導す る。 助言す る。

1 す る。
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(51考 察

①説明的文章を意欲的に読み進めさせるための手だて

匡 唾 隊 全体のめあて 「自分だけの自動車図鑑を作ろう」は 児童にとって興味のあ

るものとなり,意 欲的 に学習を進めてい くのに効果的であった。また,教 材のは じめの部分で,

それぞれの 自動車の仕事 とつ くりを調べてい くということを押さえることによ り,毎 時間の読

みのめあて もしっか りともたせ ることがで きた。

語句の精選1本 時で は,4つ の語句を取 り上L+JTfク レーン車の仕事とつ くりを読み取 らせて

い くことと した。 「つ り上げる」については,自 分の腕を使 って動作化 させた。 「手を上に向

けちゃいけないんだよ。」などと児童か ら声が出て,手 を下に向けたまま腕を下か ら上に持 ち上

げる動作はで きたo'し か し,「 釣 る+上 げ る」の 「釣 る」ということに関 しては理解を深めら

れたかど うか は疑問である。釣 り道具などを使 って見せれば,さ らに効果的であ った。 「丈夫

な」にっいて は言いかえを させた。 「かたい ・こわれない ・動かない ・崩れない ・折れない ・

われない」と出て きた。 さらに,「 丈夫な腕 しっか りしたあ しはどれかな。」と,挿 絵に印を

っけさせた。 これは,ワ ー クシー トに前 もって丸印を幾っか付けておき,そ の中か ら選ばせた。

この方法 は,ク レー ン車の 「腕」 「あ し」をはっきり理解 させ るのに効果的であ った。

ワークシー ト 毎時間変化のあるものに工夫 した。それぞれの自動車の仕事 とつ くりを記入

す る欄は,は じめは穴埋め式に,後 半 は見つけたところを視写す るように作成 した。読み取 っ

たことをまとめる欄 も,「 バ スのその他のっ くり1「 バスと トラ ックを比べる」 「クレー ン車

の 自慢話」と変化を もたせた。 この結果,毎 時間同 じ 「仕事 」と 「つ くり」を学習 しているの

であるが,児 童 は飽 きずに楽 しく学習を進め ることがで きた。また,画 用紙に印刷す ることに

より 「図鑑作 り」の意識をさらにつけさせ ることができた。児童 は,学 習が終わるたび1枚1

枚を大切に しまっていた。

匡 麺]自 分の学習を振り返るために自己評価を取り入紘 「できたよカー ド」とし,

「めあてがで きた」 「楽 しくで きた」 「学 び方がで きた」の3点 を評価 させた。 この結果,全

員がめあてをはっきり把握す るよ うにな った。 また,め あてに向か って学習す る意欲が増 した

ように思 う。

②学び方を定着 させる手だて

毎時間 「今日の学び方」ということで一人読みの学習方法を紹介 していった。 また,そ のっ

ど教室に掲示 していった。 まだそれを使 って自分 なりの学習を展開す るまでにはいかないが,

国語の学習にはいろいろな方法があることに気づ き,興 味を もって取 り組む児童が増えて きた。

一11一



2,第2学 年 興味 ・関心をもち,正 しく読み進めるための学習活動の工夫

q}教 材名 「ことば」をおぼえたチ ンパ ンジー

{2)研 究主題 と教材との関連

本教材 は,チ ンパ ンジーがどのように して 「ことば」を覚えたかにっいて,筆 者 とのかかわ

りを通 して述べ られている文章であ る。説明的文章であ るが,文 章全般 に筆者の感動が強 く表

れている。入学以来,平 仮名 ・片仮名 ・漢字 と学習 して きた児童が,言 葉を覚えることの意味

を考えることので きる教材で もある。そこで,チ ンパ ンジーが 「ことば」を学習 していく過程

をr勉 強図鑑』にまとめる表現活動を通 して,興 味 ・関心を もちなが ら叙述に即 して読み進め

させることに した。叙述 に即 し,正 しく読み進 める手がか りとして,本 単元においては,挿 絵

を活用す る。

{3}指 導の概要(全13時 間 ・本時9/13※ 印)

時{

第
二
次

佗

第
四
次
働

○ アイが どの ように して 「ことば」

をおぼえたのか,松 沢 さんのアイ

に対する思 いを中心に表現に即 し

て読み,ア イの勉強図鑑にまとめ

る。

※本時は,ア イが 自分か ら進んで

「ことば」を使 う場面

正 し く読 み進 め るた めの 手 立 て

・初 めて知 った こと,不 思 議 だ った こと,お も

しろか った こと,も っと知 りたい こと等 につ

いて まとめ る。

・アイの変化に着 目しなが ら,場 面を分ける。

・初あとまとめの関係 に気付 く。

・書かれている内容を正 しく理解す るために,

挿絵を活用する。

・アイの行動,松 沢 さんの思いや行動を正 しく

読み取 るために,主 述の関係 をつかむ。

・行動確認のためにサイ ドライ ンを引 く。

・指示語や接続語の使い方のよさに気付かせ,

その働 きを理解す る。

・読み取 った内容を図鑑にまとめる。

・互 いの表現のよさを認め合い,自 分の表現に

生かす。
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{4}本 時の指導(9/13時)

① 目 標

○ チ ンパ ンジーのアイが 自分か ら進んで 「ことば」を使 うよ うにな った ことについて,

叙述 に即 して読み取 ることがで きる。(理 解)

○ アイや松沢さんの気持ちを 自分な りの言葉で表現 しよ うとす る。(表 現 意欲)

② 展開(◎ は,評 価にかかわる支援 ・助言)

学 習 活 動

1.前 時の学習を想起す る。

2.本 時の課題 をっかむ。

読み進 めるための支援

・小見出 しを もとに,こ れまでの

アイの行動を確かめるようにす

る。

自分か ら進んで 「ことば」をつかったアイにっいて読 もう

本時の学習場面を音読する。

4.ア イの 行動 に サイ ドラ イ ンを ひ

く。

5.図 形文字を もらった松沢さんの

気持 ちを考え る。

○アイの行動に着目 して読むよ う

に助言する。(聞 いている児童

には微音読をするよう促す。)

○主語がはっきりしない文には,

「だれが」かを考えるよう助言

す る。

○前段落の内容と関連付けて読ん

だり,文 と文を関連付けて読ん

だりするよう助言する。

6.勉 強 図鑑 に ま とめ る。

7.友 達 の発表 を聞 き,

と比 べ る。

○ 自分の言葉で,ア イの行動 と松

沢さんの喜びをまとめるように

机間指導を通 して支援する。

自分の考え ○友達の表現のよさに関心を もた

せ,次 の学習につな ぐよ うにす

る。

評 価

・課題をっかん

だか。

・アイの行動 に

着 目しなが ら

読んでいるか。

◎ とらえ られな

い児童には,

主語を助言す

る。

・二人のかかわ

りを理解 し,

自分な りの言

葉で表現 して

いるか。

◎中心的な表現

を示唆する。
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(5)考 察

① 説明的文章を意欲的に読み進めさせ る手だて

児童の実態に即 して授業を設計 してい くことが,一 人一人を大切 にす る第一歩ではないかと

考え,読 書傾向,内 容に関す る興味や関心,言 語能力に関す る調査 を行 った。この結果,本 学

級の児童は,物 語文 も説明文 も好 きでよ く読むこと,書 いてある順序 はとらえ られるが,内 容

とかかわ り,筋 道立てて読む力が弱 いとい うことが分かった。そこで,興 味 ・関心を持続 させ,

内容を事柄 と結び付けて正 しく読むために,「 図鑑を作 ろう」 とい う単元 として設定 した。 さ

らに,ア イと松沢 さんの両者の思 いをっかむ ことが内容を正 しく理解す ることになると考え,

ワー クシー トを作成 した。

指導に当た っては,読 み深めの段階で,ア イと松沢 さんの行動に着 目させ,そ の主語を明確

にさせるために,色 を分けてサイ ドライ ンを引 くようにさせた。 これは,自 己評価や相互評価

を行 うときに役立っ ものであった。 また,低 学年の説明的文章は,文 章量が限 られて しまうだ

けに,叙 述のみを手掛か りに して正確に読む ことは難 しい。そ こで,挿 絵を活用するよ う努め

たが,楽 しく読む ことや叙述を確認 した り,叙 述か ら読み広げたりす るのには,有 効な手だて

であった と考え られ る。

② 学び方を定着 させる手 だて

一人一人が どのような手順で学んでいけばよいのか
,そ の方法 にっいて見通 しを もっ ことが

で きれば,児 童 は自ら主体的に文 を読み進めることがで きると考えr学 び方カー ド(1年 用 ・

2年 用)』 を作成 した。 このカー ドは}学 んでい く手順を追 い,吹 き出 しや絵を使いなが ら低

学年の児童に学び方を分か りやす く説明 したものであ る。カー ドを使 うことにより,「 いつ も

読む方法が分かるのでとて も便利だね。」 「ヒン トがあるので,自 分一人で も読めるようにな

ってい くね。」 「次にやることが分かるので楽 し

いね。」などの児童の意欲的な声が聞かれた。

しか し,こ うしたカー ドを一層有効 に活用 して

い くためには,そ の使用方法が同 じパ ターンに陥

ることな く,教 材や学習目標 によって,教 師と児

童が話 し合 いを しなが ら使 ってい く必要があると

考えている。

ζよ仙静難5
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3.第4学 年 自分のカで読み進める学習活動の工夫

(1)教 材名 わ らとくらし

② 研究主題と教材との関連

本教 材は,わ らの特質を生か し,生 活を豊かに して きた昔の人の知恵を分か り易 く説明 して

いる。わ らを利用 した生活用具が減少 している現在,叙 述に即 し,正 確 に読み取 らせ ることで

その知恵に感動 させたい。そのために,具 体物などの展示等にも配慮 した。

各段落の要点がはっきりしているので,段 落相互の関係を考えるのには適 している文章であ

る。文章構成の大体を一次でつかみ,二 次で要点を支えている細部を,言 葉に着 目し,正 確 に

読み取 ることで段落相互の関係を理解 させたいと考えた。わ らの特性 とその使われ方の2点 を

読みの観点 と した課題を設定 し,主 体的に読み進めるため,次 のような活動を重視 した。

・自分に合 ったワークシー トの選択

・サイ ドライン ・囲みなどを行 う言葉への着 目

・叙述の読み取 りを絵に表現 し,説 明を加える手法の導入

・自分の読みや学習意欲を振 り返る自己評価

一人読みで自分の考えを もち,共 同の読みで加除修正 しなが ら,課 題解決を図 る学習過程や

学び方が分かることで,次 への読みの意欲を育てることができると考える。

(3)指 導の概要(全12時 間 ・本時9/12※ 印)

・初発の感想を もち,全 文の課題を

つかむ。

・文章構成の大体をっかむ。

・学習計画を立て る。

・わ らの特質と使われ方を読み取 る。

※本時は,わ らのす ぐれた点の二

っめを生か した使われ方

・筆者の考えを読み取 る。

・段落相互の関係を考え,文 章構成

を確かある。

・筆者の考えに感想を書 き,昔 の人

の生活の知恵について話 し合 う。

自分の力で読み進めさせる手だて

・教材に対 し,興 味 ・関心を もたせる。

・筆者の考えにせまる学習のめあてを もたせる。

・意味段落の要点を大まかにとらえる。

・サイ ドライ ン ・囲みなどの方法を取 り入れて

読み進めさせる。

・表解法 ・個条書法 ・描画法などを使 って,読

み取 った ことを表現 させる。

・共同の読みで考えを深めさせ る。

・感想を書 き,話 し合 いで考えを深めさせ る。
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{4)本 時の指導(9/12時)

① 目 標

○ 熱をにが しに くいとい う性質を生か して,わ らはどの ように使われているのかを

読み取ることができる。(理 解)

○ わ らの使われ方が分か るように絵に描 いて説明 しようとす る。(表 現 意欲)

② 展 開

1学 習 活 動{読 み働 るための支援 評 価

i前 時の学習内容を確か 。前時か らの課題と第三段落の内容

める。 を確認する。

2本 時の学習課題と学習 ○前時か らの課題を受けて詳 しく読

方法を確かめる。 み取るための課題を設定する。

わ らをとのよ うに使 うと熱をにが しに くいのか,

3.第 三 段落 を読 む。

4.課 題 に向か い,ワ ー ク

シー トに自分の考 え を書

く。

○学習方法を確認す る。

・わ らの使われ方を絵 に描 き,説1

明を加える。

○課題にそ って読み取 るよう促す。

○机間指導で個別化を図る。

・手掛か りになる言葉 に着 目。1

・かけない児童 にヒン トシー ト配

i布
。

○絵 を掲示 し,話 し合いやす くす る。

○叙述に即 して考え るよう促す。

・学習課題をっかみ,

学習方法を理解 した

か。

・課題にそって絵を描

き,説 明を加えてい

るか。

5書 いた ことを基に話 し ・わ らの使われ方が読

合 う。 み取れたか。

・使われ方に共通 してい ◎ キーワー ドを提示 し,

ることを見つける。 語句同士のっなが り

・性質との関連を考える。iを 考え させる。

6.わ らをどのように使 うiO「 わ らを」の書 き出 しを指示する..文 章 に表現で きた挑

と熱をにが しに くいのか,◎ 書けない児童には,

分かったことを書 く。 板書を見た り,本 文

7.本 時の学習を振 り返 り,○ 評価の観点を示す。 を読んだ りす るよ う

評価する。 指示す る。
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{5}希 察

① 説明的文章を意欲的に読み進めさせる手だて

児童が意欲的に文章を読 むためには,自 分の力で読み進あることが大切であ る。そこで,意

欲を もって主体的に読み進 めるために,次 の4つ の児童像を考え取 り組んだ。⑦課題意識を も

ち自ら解決 しようとする。④言葉の働 きに着 目し要点を正 しくっか もうとす る。◎ いろいろな

表現方法か ら自分なりに表現 しようとす る。㊥学習方法や手順がわか り進んで読 もうとす る。

特 に本教材では,内 容を理解 させ るために書 く活動 を中心 とした表現方法を取 り入れて叙述を

正 しく読みとるための手助けとし,自 分の立場か ら表現させた。

また,1時 間の学習過程を分かりやす く示 し,そ れを毎時間繰 り返す ことにより学習の見通

しをもたせて,常 に主体的に意欲的に学習に向かわせた。 さらに毎時間の課題を意識 させ るこ

とにより,要 点 と要点を詳 しく説明 している文を丁寧に読み取 らせることがで きた。

② 学び方を定着 させる手だて

自分の力で読み進めるためには,具 体的な学び方を身に付ける必要がある。

本単元では,学 習形態を,個 の学習→共同の学習→個の学習 とい う形を繰 り返す方法を取 った。

まず,個 の読みを大切にするため時間の保障を十分 に して自分の読みを しっか りもたせた。要

点にサイ ドラインを引いた り,わ らで作 った物 に囲みをつけたり,絵 で表現 したりして具体的

に学習の方法を示 しなが ら読み取 らせた。次に,共 同の学習の場で 自分の読みを発表 したり,

友達の考えのよさに気づ いたりして,自 分の読みを深めていく。そ して,個 の学習にもどり加

除修正を しまとめ,評 価 させた。学習の手助けと して ワー クシー トを活用 した。 また,ヒ ン ト

シー トを利用させた り,机 間指導を した りしなが ら教師の支援 もきめ細かに行 った。

各時間 ごとに授業を振 り返 って,学 習内容 と意欲の両面か ら自己評価をさせ,授 業の感想を

書かせたことは,1人 読みを進めるために有効であった。課題が達成 され,評 価 も明確にで き

ることは,学 び方を積み重ねることとな り意欲的な取 り組みへ とつながることが分か った。

課題を正 しくとらえさせ,1人 読みの具体的な方法を身に付けさせ,個 の考えを大切に支援

してやることが児童をより一層意欲的な読みに向かわせ,自 信を もって読み進められ る手だて

と して有効であることが分か った。

さらに,共 同の学習では,発 表の仕方や説明の方法 も練習 させておきたい。課題にそった話

合いに焦点化 してい く必要がある。児童の読みのよさを認め,広 げるために,取 り上げ方に気

を配 り,授 業の組み立てに生かすよ うに考慮 してい く。そ して,言 葉に着 目して文の内容的価

値を大切 に し,深 めてい く授業を展開 したい。
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4.第5学 年 一 人一人が学習の仕方を身 に付け,意 欲的に読み進める学習活動の工夫

(11教 材名 日本の夏,ヨ ーロ ッパの夏

(2)研 究主題 と教材との関連

本教材は,日 本 とヨーロッパの夏の気候の違いが農業や人 々の暮 らし方に大 きな影響 を与え

てきた ことを,日 本 とヨーロッパの様子を対比す る形で述べた説明文であ る。

そこで,児 童が意欲的に読み進めている状態を,⑦ 説明的文章の内容的価値にふれ るとき,

④ 自分の力で読み進めているとき,㊥ 共同で読み深めているとき,㊤ 学習 した ことが実生活 に

生かされるときの4点 か らとらえ,そ れ らを学習活動の中に多 く取 り入れ る指導を行 うことで,

「意欲的に読み進め る」児童へ変容させることがで きるのではないか と考えた。

説明文を読み進めてい く場合,知 的好奇心を持続す るための学習課題を もち,叙 述に即 して

学習課題を解決 し,評 価す るという学習の流れを児童が身に付 けることが大切であるが,特 に

学習課題を解決す る段階の 「一人読み」 「共同の読み」 「書 きまとめ」に焦点を当てて授業を

進めてい くことに した。

本教材では,一 人読み,共 同の読みで読み取 った事柄をパ ンフレッ トや新聞,マ ンガ,事 典

など,児 童が各自選択 した方法で書 きまとめて読みをさらに確かな ものにさせ ることと した。

(3)指 導の概要(全8時 間 ・本時5/8※ 印)

寺H

第

次

(2)

第

二

次

㈲

笙

次(1)

学 習 活 動

○ 題名か ら内容を予想す る。

○ 全文を通読 し,感 想を書 く。

○ 大段落を手掛か りに,大 まかな

文章構成をっかむ。

○ 感想を もとに学習計画を立てる

読 み 進 め さ せ る 手 だ て

i'初 めて知 った こど 不 思議 に思 った こと・

みんなで読み深めたいこと等を書かせ る。

・初発の感想を もとに,学 習課題を作ること

で,今 後の読み深めの見通 し,め あてを も

て るようにす る。

○ 意味段落 ごとに日本とヨーロッ

パの夏の気候の違いと暮 らしへの

影響について読み深める。

(※ 本時 は,夏 の気候の違 いが家

の造 りに影響を与えている段落)

・課題解決に必要な言葉や文に着目させ,書

き込みができるようにす る。

・共同の読みの中で,読 みをさらに確かな も

のに し,書 きまとめの手掛か りを もたせ る。

・自分が選んだ方法で,自 分な りに工夫 しな

が ら書 きまとめ るようにさせる。

○ 書 きまとめた ものを見せ合い,1・ 完成 した作品を見せ合 う中でお互いのよい

感想 を出 し合 う。 点を学 び合 うようにさせる。
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㈲ 本時の指導(5/8)

① 目標

○ 夏の気候の違いが,日 本 とヨ.._.ロッパの家の造 りにどんな影響を与えたかを読み取

ることができる。(理 解)

○ 読み取 ったことを自分な りの方法で書 きまとあようとす る。(表 現 意欲)

② 展開(◎ は,評 価にかかわる支援 ・助言)

学 習 活 動 読み進めるための支援 評 価

1.本 時の学習課題を ○課題を しっか り確認することで,課

確認す る。 題解決への意欲が高 まるよ うにする。

気候のちがいが,家 のつ くりにどのようなえいきょうをあたえているだろうか。

2.本 時の学習範囲を Oゆ っくり,は っきり読むよ うに助言

音読する。 す る。

○手がかりになる言葉や文に着目させ,

サイ ドラインを引 くように指示する。

3.一 人 読み をす る。 ○課題解決に必要な言葉や文に着目さ ○自力で書き込みをしよ

せ,書 き込みがで きるようにす る。 うと して い るか。

○児童の読み進み具合いに応 じて,ヒ

ン トカー ドで個別指導す る。

4.各 自が読み取 った ○ 日本の家は夏に,ヨ ーロッパの家は ○進んで自分の意見を発

ことを もとに話 し 冬に くらしやすいよ うに造 られてい 表 しようとしているか。

合い,課 題を解決 ることを中心文を手掛かりに確認で ◎机間指導で把握 した内

す る。 きるよ う話 し合いを進める。 容を紹介する。

5.家 の造 りの違いに ○なかなか書きまとめができない児童 ○自分なりに工夫 しなが

ついて 自分の選ん には,ワ ー ク シー トを与え,進 まな ら大事な点を落 とさず,

だ方法で書きまと い児童には,手 掛か りが探せ るよう 書きまとめようと して

めをす る。 助言する。 いるか。

6.グ ル ープで書 きま ○自分と違う書きまとめの仕方に気づ ◎新聞,事 典などの特徴

とめたものを見せ かせ,次 への意欲 にっなげるように を助言する。

合 う。 す る。 ○自己評価ができている

か 。
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㈲ 考 察

① 説明的文章を意欲的に読む手だて

児童が意欲的に読み進め る場面を意図的,計 画的に学習活動の中に設定することが大切であ

ると考え,読 み進めて いく過程で具体的に次のような活動をさせた。

(ア)課 題づ くり

初発の感想で児童が出 し合 った,不 思議 に思 ったこと,も っと詳 しく知 りたいこと等を手掛

か りに学習課題を作 った。そのため,本 教材か ら受けた知的好奇心 が授業を展開 してい く中で

持続 された。未知の事柄を知 った ときの感動や,よ り詳 しく知ろ うという探究心が意欲的に読

み進めていこうとい う活動に結び付けることができた。

(イ)一 人読み

学習課題を解決す るために大事だ と思 う文や言葉にサイ ドラインを引 くことは,ほ とんどの

児童ができたが,・一歩進んで,自 分の考えや疑問,自 分な りの答え等を書 き込む ことは,不 十

分であった。また,今 後は,要 点を支え る細部 にも目を向けさせて一人読みさせていきたい。

(ウ)共 同の読み

自分が書 き込み した ことを全体の場で発言 した り,そ の ことがまわりの友達か ら認あられた

りす ることが,大 きな満足感を呼び起 こし,次 の読みへの意欲となった。自分の意見を友達の

意見と比べて聞き,話 し合 いをよ り一層,深 いものに してい くことを目指 したい。

(エ)書 きまとめ

好 きな方法を児童自身が選択す ることがで き,楽 しんで活動 していた。読み深めた事柄を自

分なりに工夫 して表現することによって,書 くことのお もしろさを体験 し,書 くことへの抵抗

感がかな り取 り除かれたようである。課題 と しては,教 材文の特質 も考え,よ り適切な方法を

選択できるようにさせたい。 また,そ の点の配慮,助 言 も大切に して いきたい。

② 学び方について

「書 きまとめ」 という学習活動は,各 自が書 き表す方法を決め,文 章や場合によって は図,

絵等 を用 いて表現するという児童中心の学 び方である。学習の見通 しを もった読み取 りは,読

みの目的を意識付け・意欲的な活動へと発展 させることがで きた。

今回の 「日本の夏,ヨ ーロッパの夏」の授業を通 して,自 分か ら一人読みを しようと した り,

自分の選択 した方法に工夫を加えた りしなが ら書 きまとめをす る児童へ と少 しずっ変容 してい

ったことは大 きな成果であった。単なる書 きまとめに終わ らないためにも,前 段階 としての一

人読みや共同の読みの効果的な展開 もさらに工夫 していきたい。
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5.第6学 年 目的に応 じて意欲的に読み進める学習活動の工夫

t11教 材名 波にたわむれる貝

② 研究主題と教材 との関連

本教材は,フ ジノハナガイの潮汐周期活動について,観 察 と実験を繰 り返 してその行動のな

ぞに迫 る過程が,論 理的文章構成で書かれている文章である。疑問(意 見)一 観察(事 象)

仮説(意 見)一 実験(事 象)一 結論(意 見)と いう科学的説明文の論理の展開がなされて

いるのである。 したが って,観 察記録文の特色を押 さえ,論 理の展開の仕方を学ぶ目的で読み

進めてい くことが大事であると考えた。そのためには,叙 述の細部 に注意 して読み,事 象と筆

者の感想や意見を判別 して読み取 ったり,文 末表現,接 続詞に着 目し,論 理構成を把握 した り

する力が要求 される。そ こで,読 みの力を鍛える学び方を学習の手引 きとして児童に提示 し,

自らの力で読み取 ることのできる満足感を充足 させたいと考えた。 また,一 人読みの時間を十

分 に取 り,書 きまとめさせ る。それをもとに,筆 者の論の進め方や表現の工夫 に気づかせた り,

知識絵本作 りの参考にさせたりし、表現する楽 しさを読みの意欲にっなげたいと考えた。

(3)指 導の概要(全15時 間 ・本時7/15※ 印)

時

第

一

次

㈹

第

二

次

働

学 習 活 動

○題名か ら考えたことを発表す

る。

○全文を通読 して,感 想を書 き

発表する。

○学習計画を立て る。

○筆者がフジノハナガイに出会

ったときのよ うす,貝 の動 き

と抱いた疑問を読み取 る。

○潮の干満による貝の行動の仕

組みを読み取 る。

(※本時は,満 ち潮の時の貝の

行動を実験で解明す る場面)

知にともをと

。

こ

る

た

く

っ

つ

取

を

み

本

読

絵

○

識㈹

第
三
次

読 み 進 め さ せ る 手 だ て

○ 「波 に」 「たわ むれ る」に着 目 させ る。

○初めて分か ったこと,不 思議に思 ったこと,詳

しく読み調べたいことを分けて発表 させる。

○活動の 目標,読 みの目標を明確にさせ る。

○学習方法を知 らせる。

○書 きまとめるとき,学 習の手引きの利用を促す。

○読み取 るための ヒン トシー トを用意 し,個 に対

応で きるようにする。(ヒ ン トシー トの内容は,

仮説,実 験,観 察,結 論の読み分け方,筆 者の

論の進め方,筆 者の科学的態度,貝 への愛情な

どに目を向けさせ るための ものである。)

○表現活動 に役立つ学習の手引 きの利用 を促す。

○読んで もらう相手を意識 し,再 構成 させ る。
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(4}本 時の指導(7/15時)

① 目 標

○ 満ち潮の ときの フジノハナガイの行動 につ いて,表 や図や絵などを用いて まとめた

ものを基に,筆 者の考えや実験の様子にっいて読み深 めることがで きる。(理 解)

○ 筆者の考えや実験の様子にっいて,自 分なりに書 きまとめようとする。(表現,意 欲)

② 展 開(◎ は,評 価 にかかわ る支援 ・助言)

学 習 活 動 読 み進めるための支援 評 価

1.本 時の学習課題を確認す る。 ○前時,一 人読みで書 きまとあた学習 ・学習課題

ノー トに目を通す よう促す。 をっかめた

○学習課題を明確に提示する。 か 。

満ち潮のときのフジノハ ナガイの行動の きっかけを調べるために,ど

のよ うな実験を し,ど んなことが分かったのか。

2.本 時の学習範囲を音読す る。 ○指示語や接続語などに着目。

3.「 満ち潮の ときの行動のきっか ○課題解決の手掛かりになりそうな児 ○学習 ノー

けを調べるために,ど のように 童の学習 ノー トをOHPで 紹介す る。 トが簡潔に

実験を進め,ど んな結論 を出 し ○話合いの観点を明確にする。 順序 よ くま

たか。」各 自が読み取 ったこと ・要点のとらえ方 とめ られた

を基に話 し合 う。 ・筆者の論の進 め方(仮 説 一 実 か 。

験 一 結論) ◎順序につ

・着目 した言葉 いては個別

・書 きまとめ方 に示唆す る。

○結論 にいたるまで,い くっかの実験

をした必要性を考える発問をする。 ○意欲的に

○問題解決に向けて話合いが深まるよ 発言できた

うに助言する。 か 。

4.話 し合 った ことを基 に,一 人 読 ○教師の板書や友だちの発言などを参 ○加除修正

みの学習 ノー トに加除修正する。 考にするよ う助言す る。 で きたか。

5.学 習のまとめと して,本 時の学 ○学習の成果を認め励ます。 ◎机間指導

習範囲を微音読する。 で助言す る。

6.次 時の学習のああてを知 る。 ○次の学習に意欲を もたせ る。
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{5)考 察

① 説明的文章を意欲的に読み進めさせる手だて

本分科会では,説 明的文章の学 び方を身に付けることにより,学 習への意欲化が図れると考

えた。つ まり,知 識 ・情報を正確 に読み取 ることがで き,学 習内容への興味 ・関心が もて る,

筆者の述べた感想や意見に驚きや発見をす る,学 習 したことが次の学習 ・生活に生 きて働 く,

さらに,学 習の仕方が分かり学ぶ喜びが得 られ る,な どの学習活動が大事であるととらえた。

本教材では,次 の2つ の点について読みの意欲にっなげる活動 と考え,指 導法を工夫 した。

一人読みでの書 く活動 ………文 と文,段 落 と段落との関係,事 象 と意見 ・考えとの関係を

はっきりさせ,正 確に読み取 るために,自 分なりの表現方法で書 きまとめた。学習の手引 き,

ヒン トシー トなど支援の必要な児童 も,し だいに自力で書 きまとめ る力をつけ,読 み取 りの苦

手な児童 に特に有効だった。 また,自 分の考えを明確化で き,読 み深め る上で効果を挙げた。

発展学習での表現活動 ………学習の発展 として,知 識絵本作 りの学習活動を展開 した。 フ

ジノハナガイの生態に目を向けた絵本,筆 者の実験を追 った絵本,心 に残 った場面を紹介 した

絵本など,個 性を発揮 した絵本ができた。だれに読 ませたいか相手意識を もたせ,敷 術,再 構

成に取 り組 ませてい く活動 は,主 体性を もたせ,次 への読みの意欲を高めることができた。

② 学び方を定着させる手だて

児童に読みの力を付け,第6学 年の教材のね らいに即 した学習方法を重点化 し,学 び方の定

着を図 る必要があると考えた。そのために,4種 類の学習の手引きを考案 し 児童 に持たせた。

学習の手引 き1要 点 ・要 旨など読みの基本的技能の習得がで きる。学習の手引 きII-

一読み取ったことを自分な りに書 きまとめ,整 理す ることがで きる。学習の手引き皿 一 第

6学 年の教材のね らいに即 し,文 章の種類 ・形態に応 じた読み取 りがで きる。学習の手引きIV

応用 ・発展で 自分なりの表現活動をす るときのヒン トになる。 これ らを効果的に利用 し,

自分の力で目的に応 じた読み取 りの力を身に付けさせ ることがで きると考えた。

本単元の学習では,特 に学習の手引 き五 ・IVが児童の能力や必要 に応 じて利用された。具体

的に学習方法が示 されているため,筆 者の疑問を解明 してい く論理の展開の読み取 りを効果的

に支援 した。 また,文 章形態の特性を生か した表現活動をさせ ることがで きた。 しか し,学 習

の手引きが児童にとってより使いやす いものにす るためには,修 正を加えてい く必要がある。

自分で読み取 った ものを もって共同の読みに入 った ことも,話 合いを活発に し,読 み深める

上で有効であ った。また,毎 時 学習の終わ りに自己の学習を振り返 る時間を取 り,自 己評価

をさせた。 自力で読み取 る楽 しさを実感する児童が増えてきたことは大 きな成果である。
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iv.研 究の成果 と今後の課題

前述 したとお り,説 明的文章を意欲的に読み進めさせ るためには,理 解 したことを表現で き

る力を育てるとともに,学 び方を身 に付けるよ うに してい くことが大切であ る。本研究では,

表現力の育成については,相 手や 目的意識を明確にもたせ るための様 々な工夫が試み られ,学

習意欲を高める上で成果を挙げた。 また,学 び方については,そ の内容を明 らかにす るよう努

め,学 習カー ド,自 己評伍 学習方法の紹介など,具 体的な方法 も幾っか考え出された。今後,

これ らの成果に立 って,指 導内容を一層吟味 し,教 材の開発を行 うこと,学 習課題の設定の在

り方を追究す ること,個 への支援の具体的な在 り方を解明 して いくことなどが挙げ られる。

各分科会の成果及び課題は,以 下の とお りであ る。

低学年A分 科会r学 び方カー ド』を手掛か りに,自 分で読 もうとす る気持 ちが芽生え,説

明文を楽 しく読む姿が見受けられた。また,図 鑑や絵本を作る活動を理解学習にかかわ らせ る

ことで,興 味 ・関心を持続させ,作 品を作 り上げる喜びを味わいなが ら確かに読む力が育 ちっ

っある。指導内容の系統を図 り,指 導計画を作成す ることが今後の課題である。

低学年B分 科会 児童 にとって魅力ある活動を単元全体のめあて として取 り入れることによ

ってr読 みのめあて もはっきりし,意 欲的 ・主体的に読み進めることがで きた。 また,学 び方

を具体的に示 し経験 させ ることによ って}学 び方のいくっかを身に付けることができた。今後

は,個 々の学習課題を どう解決 させ るか,一 人読みの力をどう高めてい くかが課題である。

中学年分科会 ①様々な学習方法を学ぶ ことにより自分の力で読み進め られる範囲 も増え,

意欲 も増 した。②課題 を意識 させた読みの工夫で内容や方法が分か る喜びにっなが った。③学

び合 いの中で聞 く,考 える,比 べ る等の態度が育 った。今後,教 材の特性 に応 じた学習方法や

表現方法を学ばせ,選 ぶ力 も育てなが ら児童理解を生か した支援の方法を追究 していきたい。

高学年A分 科会 自分なりの表現形式による書 きまとめを一単位時間の中に取 り入れた学習

活動 は,読 みの活性化を図ることがで き,個 を生か し意欲を高めることに も効果的であった。

児童が学習の仕方を知 り,見 通 しを もった主体的な学 び手へ と変容 しっっあ る。さらに,共 同

の読みにおける深め方,書 きまとめにおける個への支援の在 り方を追究 していきたいと考 える。

高学年B分 科会 成果の主な点 と しては,① 学習の手引きを作成 したことにより,児 童 に学

び方の手掛かりを示す ことがで きた。②発展学習 として教材にふさわ しい書 く活動を設定す る

ことにより読みの意欲化を図ることがで きた。今後の課題 としては,児 童が,よ り使 いやすい

ような学習の手引きの改善,一 人読みを支援す るための ワー クシー トの工夫等が考え られ る。
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